
Rakulipアプリケーション利用規約 
 
Rakulipアプリケーション（以下「本アプリ」という）は、国立大学法人北海道大学（以下「本学」とい
う）が提供するソフトウェアです。以下の利用規約をお読みいただき、同意いただいた上で本アプ
リをご利用ください。 
 
第1条（適用） 
1.​ 本規約は、本アプリの利用に関わる一切の関係に適用されるものとします。 
 
第2条（本規約への同意） 
1.​ ユーザーは本利用規約に同意した上で本アプリを利用できるものとします。 
2.​ 利用者が、本アプリをスマートフォンその他の情報端末にダウンロードし、本規約への同意手

続を行った時点で、利用者と本学との間で、本規約の諸規定に従った利用契約が成立するも
のとします。 

 
第3条（権利帰属） 
1.​ 本アプリに関する知的財産権は全て本学又は本学にライセンスを許諾している者に帰属して

おり、本規約に基づく本アプリの利用許諾は、本学又は本学にライセンスを許諾している者の
知的財産権の使用許諾を意味するものではありません。 

2.​ ユーザーが本アプリを使用して生成したコンテンツの一切の権利はユーザーに帰属します。
ユーザーは、当該コンテンツに関する権利行使を自ら行うために必要な権利を適法に有して
いること及びコンテンツの利用にあたり第三者の権利を侵害していないことについて保証する
ものとします。 

 
第4条（禁止事項） 
ユーザーは、本アプリの利用あるいは本アプリを使用して生成したコンテンツについて、以下の行
為をしないことに同意します。 
1.​ 法令又は公序良俗に違反する行為 
2.​ 犯罪行為に関連する行為 
3.​ 本学又は第三者の著作権、商標権ほか知的財産権を侵害する行為 
4.​ 本アプリによって得られた情報を商業的に利用する行為 
5.​ 本学の活動を妨害するおそれのある行為 
6.​ 不正アクセスをし、又はこれを試みる行為 
7.​ 不正な目的を持って本アプリを利用する行為 
8.​ 本学又は第三者の名誉・信用を毀損又は不当に差別若しくは誹謗中傷する行為 
9.​ その他、本学が不適切と判断する行為 
 
第5条（保証の否認及び免責事項） 
1.​ 本アプリを通じて利用可能なすべてのコンテンツは、「現状のまま」及び「利用可能な状態」で

提供され、本アプリの事実上又は法律上の瑕疵がないことを明示的にも黙示的にも保証しま
せん。なお、セキュリティ等への欠陥・エラー・バグがないことについても保証しません。 

2.​ 本学は本アプリについて次の次項について保証を行いません。 
(1)​ すべての情報端末に対応して正常に動作すること 
(2)​ OS又はバージョンアップ等が行われた場合において正常に動作すること 
(3)​ アプリストア等を含むプラットフォーマーの運用方針、規約等の変更が行われた場合に

おいて正常に動作すること 
3.​ 本学は、本アプリに起因してユーザーに生じたあらゆる損害について、本学の故意又は重過

失による場合を除き、一切責任を負いません。 
4.​ 本学は、本アプリに関して、ユーザーと他のユーザー又は第三者との間において生じた取

引、連絡又は紛争等について一切責任を負いません。 
5.​ 本学は、本アプリの停止又は中断する必要があるものと合理的に判断した場合、ユーザー

に対し事前に通知することなく、本アプリの全部又は一部の提供を停止又は中断することが



できるものとします。 
 
第6条（権利譲渡の禁止） 
本学は、ユーザーがユーザーたる地位、ユーザーたる地位に基づきアプリを利用する権利及び
ユーザーの権利又は義務を第三者に譲渡、販売、貸与、承継、使用許諾、担保としての提供その
他一切の処分をすることを禁止します。 
 
第7条（利用規約の変更） 
1.​ 本学は以下の場合には、ユーザーの個別の同意を要せず、本規約を変更することができる

ものとします。 
(1)​ 本規約の変更がユーザーの一般の利益に適合するとき。 
(2)​ 本規約の変更が、変更の必要性、変更後の内容の相当性その他の変更に係る事情に

照らして合理的なものであるとき。 
2.​ ユーザーは、本アプリを継続して利用することで、変更された規約に同意するものとします。 
 
第8条（分離可能性） 
利用規約のいずれかの条項又はその一部が、消費者契約法その他の法令等により、無効又は
執行不能と判断された場合であっても、利用規約の残りの規定は、完全に有効なものとして、引き
続き効力を有するものとします。 
 
第9条（準拠法・裁判管轄） 
1.​ 本規約の解釈に当たっては、日本法を準拠法とします。 
2.​ 本アプリに関して紛争が生じた場合には、本学の所在地を管轄する裁判所を専属的合意管

轄とします。 


